
令和８年度 前期

【 学校教育目標 】「よく考え、たくましく生きる子どもの育成」
○やさしく親切な子（徳）：自他のよさを認め合い、互いに高め合う子
○た の し く 学 ぶ 子（知）：主体的に学び、基礎的な学力を確実に身に付ける子
○たくましく元気な子（体）：健康と安全を常に意識し、進んで体力向上に励む子

【 学校経営の基本方針 】 子 ど も の 成 長 が 実 感 で き る 学 校 づ く り

【 年度の重点目標 】 想 像 力

「 成 長 を 実 感 し 自 己 有 用 感 を 高 め る 子 ど も の 育 成 」

徳（豊かな心の育成） 知（確かな学力の育成） 体（健やかな体の育成）
【重点：思いやりの心】 【重点：思考の言語化】 【重点：体力の向上】

◇自己有用感の向上 ◇わかる授業の推進 ◇運動の継続
・目標設定と振り返りの質 ・基礎・基本の確実な定着 ・自主的な健康管理
的向上→達成感・充実感 →他者参照、解き直し →生命の尊重、健康の維持

・自分の思いを表現できる ・記述力の向上 ・意欲的な体力づくり
場→個別最適・不登校対策 →限定した時間や字数 →日常的な運動習慣

・いじめの防止、早期発見 ・共通実践の反省及び改善 ・基本的な生活習慣の徹底
→いじめ見逃し０ →計画的な互見授業 →自主的な挨拶

【 目指す子ども像 】 他者意識をもって思考・判断・表現ができる子ども

見通し Anticipation
◇ 具体的な目標と役割を明確に

する
・教師自身の意図
・スモールステップ

成長の実感

行動 Action
◇ 相手を意識して判断・表現

できたことを認める
・児童自身の達成感、成就感
・できる！役に立っている！

成果の発信

振り返り Reflection
◇ 少しの成長・進歩も見逃さず

伝える
・保護者との情報共有
・発信方法の工夫

意図の明確化


